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概要：　AX-PET は高分解能 3D PET スキャナのための新しいコンセプト
である。これは軸方向の LYSO 結晶に WLS の層を挟んだ配列をベースに
している。そして、これらはどちらも個別に G-APD で読み出している。2 つ
の検出器モジュールを使ったデモンストレータは現在建設中である。 
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AX-PET

WLS + LYSO
6層

カプトン・ケーブル経由
でMPPCの読出しを行う

特徴：　WLS板を使用してDOIを決定する。
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2010年までの研究状況
　プレモジュールを1台試作
この論文での仕事
　22Naでエネルギーキャリブレーション
　コンプトン散乱確率測定
2台目を構築中

WLS
LYSO
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Energy Calibration

エネルギーキャリブレーション
1. LYSO内部放射能での光電ピーク
2. 22Na 消滅γ線の光電ピーク

202 keV 307 keV

511 keV

LYSO内部放射能 ２２Na線源
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このプロットは図 3 で説明したのと同じラン（測
定）状態であると言及しておく
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Percentage of Compton Scattering 

検出された光電ピークの非対称性の観測 は Lu（ランタ
ン）の X 線エスケープピーク(63 keV 未満のピーク)に
よって説明される。ダブル・ガウス・フィッティング関数（平 
均値 E0と E0 -63 keV）は全領域のデータを上手く説
明している。
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25%

N_lyso = 1

N_lyso = 2

ヒットの事象 確率（％）

3ヒット以上の確率は無視できる
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まとめ

この論文で言いたいことは？

● AX-PET は新しいPET装置のジオメトリ
● 特徴：WLSでDOIを読み出す
● プレモジュールを使って、コンプトン散乱確率を測定した
● まず、エネルギーキャリブレーション

● LYSO内部放射能202 keV、307 keV、そして22Naの511 keVで実行
● コンプトン散乱事象は25%とAX-PETは感度が良い結果であった
● 2台目は製作中


